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　富士見小学校区内、羽村駅東口近くには『まいまいず井戸』があります。
　現在は東京都指定史跡として保存・活用されているこの井戸は、近隣住民の
貴重な水源として昭和30年代半ばまで、使用されていました。
　今号から「小学校区文化財散歩」として、富士見小学校区を起点に市内の文
化財を紹介していきます。

小学校区文化財散歩①
まいまいず井戸（富士見小学校区）

小学校区文化財散歩①
まいまいず井戸（富士見小学校区）
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三中校区の実践報告三中校区の実践報告三中校区の実践報告三中校区の実践報告

の 取 り 組 みの 取 り 組 み紹 介 し ま す！紹 介 し ま す！

　合同リーダー会では、小学校6年生が、昨年度のリーダー
経験者である中学校1年生にアドバイスをもらいました。こ
れは、今年度からの新たな取組みです。
　当日のめあてや役割分担の決め方、中学生との接し方、ま
た、どのように行動したらよいかについて、中学生からアドバ
イスをもらいながら当日の流れを決めていきました。
　小学校6年生と中学校1年生は、昨年度のクラブ活動や組
体操を一緒に行っていたこともあり、とても仲が良い雰囲気
でした。

羽村市ホームページでは「小中一貫教育の取り組み」を、随時、掲載していますので、ぜひご覧ください。
（アクセス方法 羽村市ホームページ⇒羽村市教育委員会⇒小中一貫教育⇒取組み）
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小 中 一 貫 教 育
部活動交流

●小6と中1の合同リーダー会 6月10日（金）

　羽村三中吹奏楽部と武蔵野小
吹奏楽団が合同演奏を行いました。
　練習では羽村三中の顧問が、練
習方法をアドバイスするなど、小学
生一人ひとりに丁寧に指導をして
いました。中学生の先輩たちも、手
拍子でリズムをとったり、指の押さ
え方を教えたり、合同演奏に向け
て一丸となって取り組みました。
　当日は、合同で3曲演奏し、練習
の成果を十分に発揮しました。

●春の交通安全フェスティバル　5月8日（日）

小中授業参観
　羽村三中の教員が、武蔵野小の授業を参観しました。
　運動会で披露する5・6年生の組体操の練習を見た羽村三中教員は小学生

の運動能力の高さに驚いていまし
た。
　武蔵野小6年生担任は羽村三中
1年生の英語の授業を参観し、仲間探しのゲームにも参加しました。
子どもたちが積極的に授業に参加している様子をみて、中学校1年
生の授業の様子が分かり、小学校の外国語活動でも子どもたちが
英語を話す場を作っていく必要があると感じたようです。
　お互いに授業の様子や指導の様子などを知ることによって、これ
からの授業づくりに生かしていくことができます。

　全児童・生徒が集まり、顔合せと
当日の確認、清掃場所の下見を行
いました。
　小学校6年生は緊張している様
子でしたが、リーダーとして司会進
行を勤めました。
　中学生は小学校低学年の児童の
手をとって誘導を行うなど、しっか
りサポートしていました。

●事前活動　6月15日（水）

　当日は、小学生も中学生も、
それぞれの役割を果たしなが
ら協力して学校をきれいにす
ることができました。
　小学校6年生は合同リーダ
ー会から一緒に活動してきた
中学校1年生の存在が心強か
ったようです。

●ふれあい班清掃活動　6月20日（月）
　一中校区、二中校区では、来年度の小中
一貫教育実施に向けて、実施計画の作成
に着手しています。校長、副校長、教務主任、
生活指導主任などを中心とした推進委員
会や全教職員による全体会と分科会を開
催し、実施に向けた具体的な提案や意見
交換が活発に行われています。
　今後も話し合いや実践を積み重ねなが
ら、それぞれの校区の特色を生かした実施
計画を作成していきます。

　武蔵野小学校と羽村第三中学校の全児童・生徒が縦割り班をつくり、清掃活動を行いました。
　目的は、奉仕活動の喜びを体感すること、小学校6年生が縦割り班のリーダーとしてリーダーシップ
を発揮すること、小学生が中学生に憧れる気持ち、中学生が小学生に範を示そうとする姿勢をもてる
ようにすることです。

ふれあい班清掃活動

来年度へ向けて実施計画を作成しています！

一中・二中校区の準備報告

↑一中校区分科会の様子 二中校区全体会の様子↑

5月26日（木）
中学校の先生が小学校へ→

↑6月16日（木）　小学校の先生が中学校へ
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　ハーモニースクール(学校適応指導教室)は、いろいろな理由で、学校に行きたくても
行けない小・中学生が、学校へもどることを目標にして、生活のリズムや学習の習慣を身
につけるお手伝いをする教室です。
　ハーモニースクールには、小学生から中学生までの子どもたちが通学しています。異
年齢の友だちとの交流を通して、人と関わる力を身につけ、学校復帰をめざしています。

ハーモ   ニースクール・はむらハーモ   ニースクール・はむら って
どんなところ？

▼▼ハーモニースクール・はむらはこんなところ▼▼

　ゆるやかな時間割の中で、自分の学力に合わせて、基礎的・基本的な内容を中心に少しずつ力をつ
けていきます。また、体育や音楽などの実技教科にも取り組んでいきます。

▼生活リズムと学習習慣を身につける

　春・秋の校外学習や調理実習、ま
た、総合学習での栽培活動や凧づく
りなど、体験的な行事や活動を多く
取り入れています。こうした行事・活
動の中や、日々の時間の中でも、友
だちとの交流を通して、人とかかわ
る力を身につけていきます。

平成23年度行事予定
14月　　飯ごう炊さん
15月　　校外学習（高尾山）
17月　　調理実習※12月・3月も
10月　　体験学習（市内保育園）
11月　　校外学習（場所未定）
13月　　卒業遠足
　　 　　卒業生を送る会

　児童・生徒本人と保護者が、ハー
モニースクールに通うことを希望
し、在籍する学校の校長先生の承
諾が必要です。
　保護者の方は、担任の先生とよ
く相談してください。その後「入室
申請書」を学校に提出していただ
き、教育相談員等との面談、学校と
教育相談室で行う入室検討を経て
入室となります。

《時程と時間割》
■午前中2時間、午後1時間＋自習
　時間のゆるやかな学習時程です。
■朝のモーニングタイムや昼休み
　など、児童･生徒たちがふれあう
　時間を十分に確保しています。

《総合学習～栽培活動～》
■中庭の畑で、野菜の栽培に取り
　組みます。収穫した野菜は、調理
　実習で使います。
■春から秋にかけて、菊の栽培にも
　取り組んでいます。

《実技教科》
■音楽では、合唱を中心に合奏や
　鑑賞などを行います。
■スポーツセンターを利用して、
　体育活動を行っています。体力
　づくりやテニス、ビーチボール
　バレーなどの球技を中心とした
　種目を行います。

▼人とかかわる力を
　身につける

▼ハーモニースクールに
　通うには？

学校適応
指導教室

　8月16日㈫に開催された教育委員会（定例会）で、以下の教科用図
書が「平成24年度羽村市立中学校使用教科用図書」として採択され
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　学校教育課

平成23年度時間割
月 火 水

モーニングタイム

1 0分休み
読書タイム　※第1月曜日は「講話の時間」

ランチタイム
昼休み

帰宅時間

9 : 0 0 ～ 9 : 3 0

9 : 3 0 ～ 1 0 : 2 0

1 0 : 5 0  ～ 1 1 : 4 0

1 1 : 4 0  ～ 1 2 : 1 0

1 0 : 2 0  ～ 1 0 : 3 0
1 0 : 3 0  ～ 1 0 : 5 0

1 3 : 1 0  ～ 1 4 : 1 0

1 4 : 1 0  ～ 1 4 : 3 0

1 4 : 3 0  ～ 1 5 : 3 0

1 2 : 1 0  ～ 1 3 : 1 0

木 金

プレイルーム 世の中探究 国語総合
[読解]

国語総合
[表現] 理　科

算数／数学 英　語 算数／数学 音　楽 英　語

チャレンジ
タイム 社　会

体　育
総合学習 リレーション

タイム

自習タイム 自習タイム
一日の記録

一日の記録 一日の記録

自習タイム 自習タイム

ハーモニースクール・はむら
学校適応指導教室

〒205－0014
　　　羽村市羽東2－12－2
℡.042-554-1331

【開室している時間】
月曜日～金曜日
　（土・日曜日・祝日・年末年始・
　夏休みなどの長期休業期間中は
　お休みです。）
午前9時～午後3時50分

平成24年度
羽村市立中学校使用教科書用図書

教科名 発行者名 教科書名

光村図書

光村図書

帝国書院

帝国書院

清水書院

帝国書院

数研出版

東京書籍

教育芸術社

教育芸術社

光村図書

学研教育
みらい

東京書籍

東京書籍

学校図書

国　語

書　写

地　図

数　学

理　科

美　術

保健体育

英　語 ＴＯＴＡＬ ＥＮＧＬＩＳＨ

社　会
（地理的分野）

社　会
（歴史的分野）

社　会
（公民的分野）

国　語

中学書写

中学校社会科地図

中学校数学

新しい科学

中学生の音楽

中学生の器楽

美　術

社会科　中学生の地理
世界のすがたと日本の国土

社会科　中学生の歴史
日本の歩みと世界の動き

新中学校　公民
日本の社会と世界

新しい技術・家庭
技術分野

新しい技術・家庭
家庭分野

中学保健体育

音　楽
（一般）

音　楽
（器楽合奏）

技術・家庭
（技術分野）

技術・家庭
（家庭分野）



 

 

 

 

　

ゆ
と
ろ
ぎ
を
、誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、
公
共
施
設
の
秩
序
維
持

お
よ
び
危
険
回
避
な
ど
の
た
め
に
次
の
よ
う

な
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
館
外
へ
の
退
去
や

施
設
へ
の
入
館
制
限
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
走
り
回
る
▼
座
り
込
む
▼
大
声
を
出
す
▼

大
音
量
で
音
楽
を
流
す
▼
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

▼
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
の
長
時
間
の
占
用
▼
そ

の
他
苦
情
な
ど
が
通
報
さ
れ
た
迷
惑
行
為

全
般

★
館
内
で
の
マ
ナ
ー

大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
・
交
流
ひ
ろ
ば

　

新
た
な
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
市
民

の
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
る
場
で
す
。

・
設
置
さ
れ
た
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
は
多
く
の

方
が
利
用
で
き
る
よ
う
、ゆ
ず
り
あ
っ
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
ロ
ビ
ー

　

少
人
数
で
の
簡
単
な
打
合
せ
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
設
置
さ
れ
た
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
は
多
く
の

人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
ゆ
ず
り
あ
っ
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
の
長
時
間
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

学
習
文
化
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
、
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
な
が
ら
調

べ
も
の
を
す
る
こ
と
や
近
隣
施
設
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
誌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
利
用
は
１
時
間
ま
で
で
す
。

・
飲
食
を
し
な
が
ら
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
検
索
は
禁
止
し
て

い
ま
す
。

・
印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
ゲ
ー
ム
は
で
き
ま

せ
ん
。

学
習
室
・
講
座
室
・
創
作
室
等
の
各
室
内

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
市
民
大
学
講
座
な
ど
、

学
習
・
文
化
活
動
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
使
用
し
た
備
品
は
元
の
位
置
に
戻
し
、

机・椅
子
は
使
用
前
の
状
態
に
戻
し
て
く

だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
施
設
に
つい
て
、使
用
後
は
必
ず

清
掃
し
、
使
用
時
に
出
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

　

市
政
に
つい
て
、「
知
り
た
い
・
勉
強
し
た

い
」
と
い
う
希
望
に
応
え
て
、
各
種
施
策
や

制
度
、
事
務
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

メ
ニュ
ー
は
全
部
で
53

　

出
前
講
座
の
メ
ニュ
ー
は
「
行
財
政
運
営
」

「
福
祉
」「
児
童
・
子
ど
も
」「
健
康
」「
生
活
・

環
境
」「
都
市
建
設
」「
教
育
・
生
涯
学
習
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」「
歴
史
」「
議
会
」「
選
挙
」「
監

査
」の
分
野
か
ら
、合
計
53
講
座
で
す
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人
で
、

受
講
者
が
10
人
以
上
見
込
め
、
受
講
者
側

で
会
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、
日
常
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
も
、一

時
的
に
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
も
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
市
役
所
の

仕
事
や
、
身
近
な
生
活
の
こ
と
な
ど
、
メ

ニュ
ー
に
な
い
も
の
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
講
座
は
生
涯
学
習
の
場
で

あ
っ
て
、
苦
情
や
陳
情
を
お
受
け
す
る
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

地
域
の
グ
ル
ー
プ
、
町
内
会
・
自
治
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
の
集
ま
り
に
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

清
里
高
原
で
は
ち
ら
ほ
ら
と
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

羽
村
市
自
然
休
暇
村
で
、
夏
の
疲
れ
を

癒
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。周
辺
の

林
を
散
策
し
た
り
、
近
く
の
温
泉
に
入
っ
た

り
、楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

天
体
望
遠
鏡
は
、
無
事
に
修
理
が
完
了

し
、
満
天
の
星
空
観
察
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト「
マ
グ
ロ
祭
り
」

　

11
月
19
日（
土
）に
恒
例
の
マ
グ
ロ
祭
を
実

施
し
ま
す
。「
安
く
て
う
ま
い
」
を
合
言
葉

に
、出
血
大
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し
ま
す
。

青
少
年
団
体
は
10
か
月
前
か
ら
受
付
け

　

市
内
青
少
年
団
体
は
、
利
用
日
の
10
か

月
前
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。来
年

夏
の
合
宿
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

℡ 

０
１
２
０‐

４
７‐

４
０
１
７

　

施
設
案
内
や
空
き
部
屋
状
況
の
確
認
、

施
設
予
約
は
、
自
然
休
暇
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ　

少
年
自
然
の
家
／
生
涯
学

習
課
／
自
然
休
暇
村

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

「
ゆ
と
ろ
ぎ
」マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中
！

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
注
文
受
付
中

秋
は
羽
村
市
自
然
休
暇
村
へ
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生涯学習センターゆとろぎ Tel 570-0707
図書館 Tel 554-2280
郷土博物館 Tel 558-2561
スポーツセンター Tel 555-0033
スイミングセンター Tel 579-3210
弓道場 Tel 555-9255

羽村東小学校 Tel 554-5663
羽村西小学校 Tel 554-2034
富士見小学校 Tel 554-6449
栄小学校 Tel 554-2024
松林小学校 Tel 554-7800

小作台小学校 Tel 554-1431
武蔵野小学校 Tel 555-6904
羽村第一中学校 Tel 554-2012
羽村第二中学校 Tel 554-2041
羽村第三中学校 Tel 555-5131

教
育
委
員　
　

並
木　

恒
延

さ
さ
や
か
な
出
来
事

　

何
年
か
前
の
青
梅
線
車
内
で
の
出
来

事
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。そ
の
日
は
比
較
的

混
ん
で
い
る
車
内
で
、つ
り
革
に
つ
か
ま
っ

て
い
た
私
の
斜
め
前
の
若
い
女
性
が
突

然
立
ち
上
が
り「
大
変
失
礼
し
ま
し

た
」と
言
っ
て
席
を
譲
っ
た
。席
を
譲
ら

れ
た
女
性
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と一言
。妊
娠
を
し
て
い
る
ら
し
い
。

席
を
譲
っ
た
女
性
は
、譲
ら
れ
た
女
性
が

バッ
グ
に
付
け
て
い
た
丸
い
バッ
ジ
の
よ
う

な
も
の
に
気
が
付
い
た
。そ
の
バッ
ジ
に
は

「
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
う
。そ
の

光
景
を
見
て
い
た
私
が
感
動
す
ら
覚
え

た
の
は
、席
を
譲
っ
た
女
性
の
言
葉
遣
い

で
あ
っ
た
。一
言
一
言
は
っ
き
り
と「
タ
イ
ヘ

ン
失
礼
シ
マ
シ
タ
」と
詫
び
て
い
た
。こ
の

女
性
は
優
し
く
て
綺
麗
な
文
字
を
書
く

人
に
違
い
な
い
な
ど
と
勝
手
な
想
像
を

し
た
場
面
で
も
あ
っ
た
。

　

朝
の
車
内
は
、ケ
イ
タ
イ
や
ゲ
ー
ム
に

新
聞
、読
書
を
す
る
人
。さ
ま
ざ
ま
な
個

人
の
集
合
の
世
界
で
あ
る
。そ
の
個
の
中

で
の
さ
さ
や
か
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

美
し
い
日
本
語
を
使
う
女
性
の
当
た
り

前
の
心
遣
い
の
仕
種
に
、清
々
し
さ
を
感

じ
た
車
内
で
あ
っ
た
。

明
日
へ
の
活
力
が
見
い
出
せ
る
一
冊

『
沈
ま
ぬ
太
陽
』

　

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
の
被
災
地
に
対

し
、職
員
の
派
遣
や
物
資
の
搬
送
な
ど
、復

興
に
向
け
た
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
も
市
内
小
学
校
か
ら
２

人
の
教
員
が
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
教
員

甲
斐
崎　

博
史
主
任
教
諭（
栄
小
学
校
）　

　

８
月
５
日
ま
で
宮
城
県
南
三
陸
町
立
入

　

谷
小
学
校
へ

千
葉　

聡
子
教
諭（
武
蔵
野
小
学
校
）　

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
宮
城
県
栗
原

　

市
立
志
波
姫（
し
わ
ひ
め
）小
学
校
へ

　

羽
村
市
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

（
山
口
順
一
会
長
）で
も
、被
災
地
支
援
の
た

め
に「
何
か
で
き
な
い
か
」と
義
援
金
を
集

め
ま
し
た
。

　

集
め
た
義
援
金
で
扇
風
機
な
ど
の
支
援

物
資
を
購
入
し
、８
月
１
日（
月
）に
市
内
か

ら
教
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
２
校
に
届
け
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
も
被
災
地
支
援

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
も
物
資
を
搬
送
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特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

羽
村
市
体
育
協
会

羽村市文化協会　 Ｔｅｌ. 080-2558-1010

　

多
摩
川
沿
い
を
福
生
市
方
面
への
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

主　

催　

羽
村
市
体
育
協
会

期　

日　

平
成
23
年
11
月
23
㈬　

※
雨
天
中
止

集　

合　

場
所
：
玉
川
兄
弟
銅
像
前

　
　
　
　

時
間
：
午
前
９
時
※
終
了
予
定
正
午

コ
ー
ス　

 

距
離
の
違
う
３
コ
ー
ス（
４
、８
、12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）が
あ
り
ま
す
。

申
込
み   

10
月
14
日
㈮
か
ら
、参
加
費
１
人
２
０
０
円
を
持
参
し
て
、体
育
協
会
事
務   

             

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

家
族
そ
ろって
、ま
た
は
お
友
だ
ち
同
士
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
23
年
10
月
９
日
㈰
※
雨
天
順
延
10
日（
体
育
の
日
）

会　

場　

富
士
見
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
会
式　

午
前
８
時
45
分

閉
会
式　

午
後
３
時
30
分

種　

目　

町
内
会・自
治
会
対
抗
種
目
４
種
目
の
ほ
か
、参
加
自
由
種
目
も
多
数
あ
り

　
　
　
　

ま
す
。

※
市
民
体
育
祭
は
、体
育
協
会
が
市
か
ら
委
託
事
業
と
し
て
受
託
し
て
い
ま
す
。

第
36
回 

羽
村
市
完
歩
大
会

羽
村
市
制
施
行
20
周
年
記
念

　
　

第
64
回 

羽
村
市
市
民
体
育
祭

テーマ : 観て 聴いて 参加して　がんばろう！ 日本
主　催 ： 羽村市・羽村市教育委員会　　主　管 ： 羽村市文化協会
会　場 ： 生涯学習センターゆとろぎ

10月15日㈯～11月6日㈰
羽村市制施行20周年記念 第42回 羽村市文化祭

【展示】
10月15日㈯　小中学生
　　　　　　　音楽フェスティバル
10月16日㈰　器楽
10月22日㈯　洋舞・芸能
10月23日㈰　日舞
10月29日㈯　邦楽
10月30日㈰　芸能その他
11月23日㈭　合唱
11月25日㈯　洋舞
11月26日㈰　洋舞

【ホール】
第1期　10月18日㈫～23日㈰ 和・洋的な作品
第2期　10月25日㈫～30日㈰ 和的な作品
第3期　11月21日㈫～26日㈰ 洋的な作品

※日程・内容は、今後変更する場合があります。詳しくはポスター、チラシでご確認ください。

【特別企画】
10月22日㈯　文化講演会「我がまち 羽村を語る」
10月18日㈫～23日㈰　我がまち 羽村展
10月29日㈯　音楽講演会「星の歌」
10月30日㈰　映画会「佐賀のがばいばあちゃん」

再生紙を使用しています


